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猿沢地区振興会だより 

 

ニングで開会し、恒例の餅まきでは多くの来場者が歓声をあげ夢中になって餅を拾っていました。

ステージ発表では特別ゲストのスターズさんをはじめ７団体の皆さんが素晴らしい踊りや歌声を披

露し、市街地を練り歩いてきた大人神輿の力強い掛け声や華やかな衣装を身にまとった下猿沢伊勢

神楽の皆さんの演舞には、いっそう会場が盛り上がりました。最後にこちゃこい踊りと猿沢小唄の

総踊りを行い、今年度の猿沢秋祭りを賑やかに締めくくりました。出演、出店にご協力いただいた

皆さん、そして、開催にあたり運営にご協力いただいた関係者の皆さん本当にありがとうございま

した。 

 

猿沢秋まつり 

開催 開催 

 

快晴に恵まれた 10 月 20 日（日）市民セ

ンター駐車場を会場に猿沢秋祭りを盛大に

開催しました。 

峠山伏神楽保存会の皆さんによるオープ 
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先
月
号
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
記
事
の
中
で

誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
左
記

の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

（
誤
）
「
２
位
小
野
寺
松
子
さ
ん
、
３
位
及
川

俊
信
さ
ん
」 

（
正
）
「
２
位
及
川
俊
信
さ
ん
、
３
位
小
野
寺

松
子
さ
ん
」 

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。 

 

お詫びと訂正 

【材料（４人分）】 

・小松菜……１束（200g） ・桜えび……大さじ３（５g） 

・酢………小さじ２    ・めんつゆ（２倍濃縮）…大さじ２ 

 

青菜と桜えびのだし酢和え

★うま味たっぷりの桜えびで

いいだしがでます♪ 

 

【つくり方】 

① 小松菜は３～４cm長さに切る。 

② 鍋に湯を沸かし、小松菜を入れて２分程ゆでザルにあげて、

粗熱をとり水気を絞る。 

③ ボウルに酢とめんつゆを入れ、小松菜、桜えびを加えて全体

をよく混ぜ合わせる。 

 

 

 

 

区 世帯数 男 女 合計 比較

1区 55 71 76 147 0

2区 41 46 41 87 -1

3区 65 82 73 155 -1

4区 50 78 72 150 0

5区 32 35 49 84 0

6区 37 44 48 92 0

7区 34 51 41 92 0

8区 54 62 68 130 0

9区 24 30 34 64 0

10区 47 57 55 112 0

11区 83 111 109 220 -1

12区 35 44 40 84 -1

13区 19 22 24 46 0

合計 576 733 730 1,463 -4

猿沢の行政区別人口と世帯数

９月末現在 ９
月
24

日
（
火
）
、
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

学
習
会
を
行
い
、
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

猿
沢
で
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
な

ど
、
過
疎
地
域
で
よ
く
起
こ
る
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
振
興
会
で
は
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
導
入
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
学
習
会
と
し

て
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
々
に
、
実
際

に
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
遠
野

の
事
例
は
具
体
的
で
理
解
が
深
ま
り
、
参
考
に
な
っ
た
と

い
う
意
見
や
猿
沢
の
未
来
像
を
描
く
の
が
難
し
い
、
観
光

地
が
な
い
猿
沢
に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
学
習
会
を
受
け
、
振
興
会
で
は
今
後
の
方
向

性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
学
ぼ
う 

猿
沢
ア
ッ
シ
ー
君 

本
格
導
入
決
定
！ 

い
る
中
で
、
顔
の
見
れ
る
付
き
合
い
が
で
き
、
生
き

が
い
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
と
い
っ
た
間
接
的
効

果
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
「
猿
沢
カ
ー
シ
ェ
ア

会
」
を
発
足
し
本
格
的
に
導
入
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
10

月

22

日
に
は
設
立
総
会
が
行
わ

れ
、
会
長
に
は
小
野
寺
伸
幸
氏
（
１
区
）
、
副
会
長

に
及
川
誠
氏
（
８
区
）
、
会
計
に
小
野
寺
照
夫
氏

（
３
区
）
、
監
事
に
小
野
寺
憲
氏
（
３
区
）
と
阿
部

三
千
子
氏
（
３
区
）
が
選
出
さ
れ
地
域
主
体
の
運

営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
総
会
時
現
在
で
登
録

会
員
は
51

名
と
な
っ
て
お
り
、
外
出
支
援
の
他
、

お
出
か
け
ツ
ア
ー
や
お
茶
っ
こ
（
サ
ロ
ン
）
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

  

７
月
か
ら
９
月
の
期
間

で
実
証
実
験
運
行
を
行
っ

た
支
え
合
い
交
通
「
猿
沢

ア
ッ
シ
ー
く
ん
」
は
、
利
用

実
績
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
、
外
出
や

移
動
に
不
安
や
困
難
を
抱

え
て
い
る
高
齢
者
は
多

く
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
仕
組
み
は
と
て
も

有
効
的
で
あ
り
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て

い
る
中
ま
し
た
。1
0

月

2
2

日
に
は
設
立
総
会
が

行
わ
れ
、
会
長
に
は
小
野

寺
伸
幸
氏
（
１
区
）
、
副
会

長
に
及
川
誠
氏
（
８
区
）
、

会
計
に
小
野
寺
照
夫
氏

（
３
区
）
、
監
事
に
小
野
寺

憲
氏
（
３
区
）
と
阿
部
三
千

子
氏
（
３
区
）
が
選
出
さ
れ

地
域
主
体
の
運
営
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
総
会
時

現
在
で
登
録
会
員
は

5
1

名
と
な
っ
て
お
り
、
外
出
支

援
の
他
、
お
出
か
け
ツ
ア
ー

や
お
茶
っ
こ
（
サ
ロ
ン
）
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。 

 


